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ご挨拶

筒台会会長
今井�惠美子（高33回生）

いつも筒台会の活動へのご支援、ご協力を賜りまして、あり
がとうございます。

母校である葺合高校が設立されたのは、昭和14年（1939年）
神戸市立第一中学校から始まり87年。筒台会が設立されたの
が、８年後の昭和22年（1947年）今年で79年。長い歴史を経
て、今の筒台会があることに、心から感謝いたします。

母校葺合高校の在校生の方達は、学業や部活動において活発
に取り組み、目覚ましい活躍をしてくれています。卒業生とし
て非常に誇らしく思います。

私が葺合高校に入学した頃、初の女性校長となられた、神田
校長先生でした。いつも、自ら大きな分度器を小脇にかかえて、
数学の教鞭を取っておられました。背丈はそんなに大きくはあ
りませんでしたが、朝礼台に凛とした姿で立つだけで、大きく
見え、一瞬にしてシーンと静かになったものでした。今回会長
職という責任の重い役割を受けるにあたり、同じ女性である神
田校長の姿が一番に浮かびました。

筒台会会報の記事にも、同期会やクラブ活動の集まりの様子
が掲載されています。同じ学び舎をくぐった仲間たちと出会い、
懐かしい思い出などと共に語り合う。筒台会ではそんな活動を
支援することも活動の大きな目的のひとつです。

会員の皆さんの同窓会への支援や、何かあったときに頼って
いただける筒台会であるよう、母校への発展を願い、これから
も役員一同取り組んで参ります。引き続きご支援賜りますと幸
いです。
『職場風土』という言葉があります。長年培われて築き上げら

れるもので、良い土壌から出来上がった風土は、良い人財が育
成され、さらに良い輪へと広がっていく。まさに葺合高校の良
い風土から生まれた筒台会は、諸先輩の皆さんが長年築き上げ
られて、今があると思います。

私の好きな言葉　　『人は宝　宝の山　筒台会』
歴代の諸先輩方から受け継がれた筒台会のバトンを後世へと

つなげていきます。
今年は趣を変えて、年に一度の総会・懇親会を、６月27日

（土）三宮の『神仙閣』で行います。ぜひ同期の友人、クラブの
仲間達と声をかけあってご参加ください。懐かしい友人や仲間
達と懇親を深めていただけることを心から願っています。また、
今年卒業された、新入会生の皆さんはご招待です。ぜひご参加
いただき、筒台会活動への第一歩のきっかけにしてください。

年に一度の総会懇親会から、大きな輪が広がっていくことを
祈念しています。筒台会と母校への発展のため、役員のメンバー
と、東京で様々な取り組みをしてくださる東京支部の皆さんと
も、力を合わせて取り組んでいきますので、今年度もどうぞよ
ろしくお願いします。

今年一年の、筒台会会員の皆様の、ご健康とご多幸を心より
お祈りしています。

「ＡＩに勝てる（？）」同窓会

筒台会東京支部　支部長
武�山�芳�夫（高24回生）

いつも東京支部には多大なご支援、ご協力をいただいております。支
部役員14名一同、この場をお借りして厚く御礼申し上げます。

私が東京支部長を引き継ぎ早や７年目になりますが、同窓会の価値は
なにより老・壮・青にまたがる人の交流・ふれあいではないかと思って
取り組んできました。中でも特に若い層の参加をいかに増やすかが大き
な課題です。お蔭さまで、昨年の支部総会では高校卒業後１年目～４年
目の方々に17名参加いただき、各年次が全てそろった初めての支部総
会となりました。今後は社会人となった人たちからにいかに参加してい
ただくかが課題であると思っています。

詳細はＰ.10の「東京支部だより」をご覧いただきたいと思いますが、
今年も支部総会・懇親会では昨年に続きクイズ大会による＜交流タイ
ム＞など参加者の懇親がより深まる取り組みを続けます。また、支部総
会以外にも大学博物館巡り、語る会は継続していきます。どうぞご期待
ください。

さて話は変わりますが、昨今よく話題になるＡＩは人間社会のあらゆ
る分野に浸透し、すさまじい進化をとげています。ＡＩに人生相談を持
ちかける、あるいは友達や恋人の代わりになってもらうところまでAIが
人々の生活に浸透してきています。

そんな時代の中で同窓会の存在価値はどうあるべきか？
一つの事例ですが、４年ほど前、東京支部の語る会で「サラ川」を

テーマに「サラリーマン川柳にみる平成の世相史」と題して話したこと
がありました。その最後に「同窓会編」として紹介したのが次の句です。
「クラス会　担任よりも　老けた奴」（落第生）1995年
「クラス会　あのマドンナが　デラックス」（さごじょう）2010年
「元カノに　名前聞かれる　同窓会」（メタボリアン）2011年
いかにも同窓会でありそうな情景で結構受けました。
一方、今回試しに私のパソコンに入っているAIに同窓会をテーマにし

た川柳を作らせてみました。
「再会し　昔のあだ名で　若返る」
「写真見て　「これ誰だっけ？」と　自分指す」
「先生も　生徒も同じ　白髪増え」
さらにはAIが手回しよく葺合高校筒台会向けの句まで作ってくれま

した。
「六甲の　風が運ぶよ　青春の香」
いかがでしょうか？
私の印象では人の手によるサラ川のほうが川柳らしいユーモア・ひね

りが効いているように思えます。（他のAIを使えばさらに優秀な句が生
まれるかも知れませんが。）

少なくとも2026年の現時点では、AIより人間を相手にする方が面白
そうです。なぜなら現在のAIには私たちの過去と現在の人の縁（ネット
ワーク）情報が網羅、実装されているわけではないからです。

とすればAI時代にあっても人と人とのつながりの価値は変わらず、
ますます高まるはずです。同窓生同士が世代を越えて交流し新たな自
分（過去の自分も含め）を発見することは、どの時代においても同窓
会の変わらぬ価値となります。筒台会の「宝の山」を見つけ出すため
にも、まずは皆さまには神戸、東京の総会に足を運んでいただければ
と思います。

今年も東京支部は「AIに勝てる」同窓会として、より多くの皆さまが
参加しやすい環境づくりを進めてまいります。ご参加をお待ちしており
ます。
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新着任のご挨拶

校　長
西�山�敏�弘

筒台会の皆様には、平素より、本校の教育活動に対し深いご理解と多
大なるご支援を賜り、心より御礼申し上げます。

私は本年４月、神戸市教育委員会事務局学びの推進課より葺合高等学
校に着任いたしました。教育行政の立場から神戸市立高校８校の取組を
支えてきた経験を踏まえ、伝統ある本校の教育活動に現場で携われるこ
とを、大きな責任とともに光栄に感じております。

本年度の入学式式辞では、「ばら二本。一本は花、大にして一本は小。
大、大なるを誇らず、小、小なるを恥じず。力の限り咲けるが美し。」
の言葉とともに、高校生活で大切にしてほしい、「自分らしく、直向き
に努力すること」「『出会い』を大切にすること」の二つを伝えました。

人それぞれが与えられた場所で努力することの尊さ、そして仲間や先
輩、教職員など様々な出会いの中で成長していくこと──これこそが、
教育の根幹です。

本校が探究的な学び、ICTを活用した授業改善、きめ細かな進路指導、

部活動や学校行事を通した人間形成、に力を注ぐことができているのは、
筒台会の皆様の長年にわたる温かいご支援のおかげにほかなりません。

生徒たちは学業のみならず、部活動や学校行事、生徒会活動、そして
国際的な視点を育む学びにおいても、それぞれの力を発揮しています。
海外の文化や価値観に実際に触れる機会を大切にし、オンラインを活用
した国際交流や、留学生との交流活動、英語による発表やディスカッ
ションにもこれまで同様、積極的に取り組んでいます。

さらに、探究的な学習では、グローカル（グローバルとローカルを掛
け合わせた造語）な課題をテーマに据え、自ら問いを立て、調査・考察
し、導き出した結論を発信する学びを重ねています。

こうした実践を通して、生徒たちは多様性を尊重し、地域や世界とつ
ながる視野を着実に広げています。

今後も、「自主の人たれ」「創造の人たれ」「世界の人たれ」という教
育目標を、生徒のみならず学校全体の大切な願いとして、葺合高校のさ
らなる発展に全力で取り組んでまいります。

引き続き、変わらぬご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げま
す。筒台会の皆様のご健勝とご活躍を心より祈念申し上げます。どうぞ
ご自愛ください。

葺合高校の特色ある学びの 
さらなる推進に向けて

教　頭
池�上�誠�朗

筒台会の皆様には、平素より本校の教育活動に多大なるご支援を賜り、
心より感謝申し上げます。昨春、神戸市と兵庫県の人事交流により葺合
高校に着任し、２年目を迎えました。歴史と伝統、特色と魅力にあふれ
る葺合高校で、本年度も教頭として学校運営および生徒の学校生活の支
援に携わることができることに大きな喜びを感じております。

神戸市では、「自他を大切に 自ら考え 未来をつくる」を教育ビジョン
とする第４期神戸市教育振興基本計画が５年計画で実施されており、本
年度は３年目となります。重要施策の一環として、全日制高校の特色
化・魅力化および社会とつながる探究的な学びの充実が挙げられており、
激しい社会状況の変化の中で「心豊かに たくましく生きる人間」が目
指す人間像として示されております。国の施策としても、「個別最適な
学びと協働的な学びの一体的充実」を通じて「主体的・対話的で深い学
び」の実現を図り、将来の予測が困難な時代において「持続可能な社会
の創り手」を育成することが目指されています。

葺合高校では、３年間の学校生活を通じて生徒がこれからの時代に必
要な資質・能力を身に付けられるようにカリキュラム・マネジメントを
推進し、さらなる学校の特色化・魅力化に取り組んでおります。校訓、
学校教育目標、様々な事業を通して培ってきた実績と伝統に基づいた葺
合高校ならではのグランドデザインを策定し、地域に根差したグロー
カルな探究活動のプログラムを教職員一丸となって実践しております。

「チーム葺合」の一員として、「自主性」と「創造性」を備えたグローバ
ルな人材の育成を目指して、葺高生の健やかで豊かな成長を支える環境
づくりにさらに寄与していきたいと考えております。筒台会の皆様、今
後とも変わらぬお力添えを賜りますようお願い申し上げます。

着任のご挨拶

教　頭
登��　弘�聡

筒台会の皆様には、平素より本校の教育活動にご理解とご協力を賜り、
厚く感謝申し上げます。

今春、神港橘高等学校から葺合高等学校教頭として着任いたしました。
これまで工業科の教員として工業教育に携わり、令和６年度から初めて
の商業科で教頭を経験いたしました。工業、商業と分野は異なりますが、
どちらも就職に軸足をおいた産業教育を主とする学校という共通点があ
りました。本校は、私にとって初めての普通科高校で、「大学受験」を主
とした進路指導の経験がなく、正直なところ不安ですが、新しい出会いや
経験ができることに喜びを感じております。

英語と探求の葺合高校といわれるように、英語を軸にした様々な取り
組みに加えて、文部科学省の指定事業であるWWL事業・高等学校DX
加速化推進事業や三菱みらい育成財団の助成事業、神戸市教育委員会の
KOBE ALネットワーク事業、海外交換留学など様々な取り組みを通して
生徒の力を伸ばしています。また、生成AIパイロット校事業にも取り組み、
時代の一歩先を見据えた取り組みも行っている点は、本校の大きな特色
だと感じています。

様々な取り組みの中で、私の専門分野である、電子・情報の知見を活
かせる部分があると感じており、微力ながらも協力していきたいと考えて
おります。本校ならではの特色ある教育をさらに磨き上げ、多くの生徒に
選ばれる学校となるよう努めます。

筒台会の皆様におかれましては、今後とも本校への温かいご支援とご
助言を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。
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寄稿

2025年度 筒台会定時総会懇親会

（高33回生）　酒井　洋一

2025年６月28日（土）16時30分から葺合高
校筒台会定時総会懇親会がANAクラウンプラザ
神戸10階The Ballroomで開催されました。

出席者は新卒生41名を含めた90余名の卒業
生・恩師が集いました。本年も昨年と同様に総会
と懇親会が同一会場になり会場移動がなくスムー
ズに会を執り行うことができました。

総会の司会進行を務める高33回酒井洋一によ
る開会の辞に始まり、高24回進木健三総務によ
る2024年度会務報告のあと、総会議事に移りま
した。議長は慣例により高24回兼氏敏幸会長を
選出し議事進行をお願いしました。第１号議案
2024年度決算報告を高38回谷口昌樹会計、監査
報告を高22回石谷健次会計監査が説明、第２号
議案2025年度役員改選案においては、新役員が
壇上に上がり兼氏会長から役職と氏名を読み上げ
られました。第３号議案事業計画案は高33回増田新副会長が説明、第
４号議案2025年度予算案を高38回田中孝幸会計が説明、各議案とも満
場一致の拍手により承認され滞りなく定時総会は終わりました。引き続
き高43回森下充朗総務の司会進行により懇親会に移りました。兼氏会
長、今井新会長の開会挨拶、来賓を代表して葺合高校山本教頭のご挨拶

のあと今井新会長から
山本教頭へ母校助成金
目録が贈呈されました。
続いて高24回武山芳夫
東京支部長より2024年
度東京支部活動につい
て定時総会・懇親会の
開催、特に懇親会後半

にはクイズ大会を開き、若い人と年配の人
との交流を深めることができたこと、大学
博物館巡りで早稲田大学村上春樹ライブラ
リーの見学会に18名の参加者があり内容の
濃い見学会であったこと、また、語る会で
は、高22回で介護士である加藤恵さんから
介護の現場からというテーマで講演をいた
だいたとの報告がありました。そして、大
野毅24代校長による乾杯のご発声によりお
待ちかねの会食歓談となりました。アトラ
クションでは、本年も吹奏楽部OB・OGを
中心としたフルートアンサンブル、吹奏楽アンサンブルが登場し、誰も
が知っている楽曲が多く演奏され、会場の雰囲気を大いに盛り上げてい
ただきました。

懇親会もいよいよ終盤を迎え、新卒者が登壇し、高11回松宮功様の
指揮のもと「生徒歌」「葺合高等学校校歌」を参加者全員で元気に斉唱、
新卒者代表による万歳三唱で会場のボルテージはマックスに達しました。
そして応援団OB、高33回増田精三新副会長、高26回藤井英映役員によ
る勇ましい葺合高校エールで2025年度筒台会懇親会は無事お開きとな
り、最後に全員で記念写真を撮りました。

本日お越しの皆様、ご多忙中にもかかわらずご参席いただき誠にあり
がとうございました。そして来年の定時総会、懇親会にもご参加いただ
きますようよろしくお願い申し上げます。
特に新卒者を含め若い年代の方のご参加を
お待ちしております。

今井会長

兼氏前会長
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11回生卒業66周年の集い

  （高11回生）　河津　肇夫

令和７年６月13日（金曜日）に神戸ハーバーランドにあるクックワー
ルドビュッフェで開催し、22名（女性８名、男性14名）の参加で３年、
５年、10年振りの人達も楽しく昔の思い出話に花をさかせて2時間余り
を過ごしました。

２年後に迎える米寿の祝を盛大にとの意見もあり、皆様健康に留意し
て今回参加できなかった方も参加されるよう祈りつつ再会の約束をして
会を終えました。

その後、10名の方が２次会に三宮のスナックへ行きカラオケ等を楽
しんで散会をしました。

合掌　　代表：松宮　功　　世話人：福島　猛・河津　肇夫

17回生　同期会報告

  （高17回生）　木下　由二

2025年５月20日（火）、「ベルクラシック神戸」に45名が集まり、卒
業60周年記念の同期会を開催しました。

卒業生376名中、物故者が52名、住所不明者が170名。住所判明者
が154名。住所判明者も病気の人が多く、還暦時に開催できていればと、
悔やまれました。

バブル崩壊で苦労し、阪神淡路大震災を乗り切り、新型コロナにも打
ち勝って「よくぞ、ここまで生きて来たものよ」と、お互いを称え合う
同期会でした。

校舎の変貌、よく叱られた先生方の近況から始まり、クラブ等の話。
特に色恋には笑いあり涙あり。

仕事はもちろん病や介護の話。瞬く間の２時間でした。
最後に皆で「高校三年生」を合唱。『離ればなれになろうともクラス

仲間は、いつまでも！！残りの人生、精一杯、生きよーよ！！』
これからは、それぞれのミニ同期会で会おうと約束して散会しました。

22回生同窓会報告

  （高22回生）　石垣　長三郎

2025年11月９日（日）、神戸元町の「第一楼」にて22回生（昭和
４５年卒）の同窓会を開催しました。今回は２年前に続き３回目の同
窓会でしたが、あいにくの小雨の影響もなく52名の参加がありました。
友との再会とそれなりの健康を互いに祝し、話は尽きない中、和やかな
時間を共有することになりました。
「校歌」や「生徒歌」を思い出しながらも歌いつつ、改めていい歌だ

と感慨に耽ることも。また、卒業アルバムを見ては過ぎ去りしあの頃に
想いを馳せたり、若々しい恩師の方々の写真を拝見し、苦笑しつつも懐
かしく再会させていただく等、楽しい時もあっという間に３時間が経過
しました。最後は、全体での写真撮影、元応援団の北川君の力強いエー
ルの後、古式豊かに三々七拍子で賑やかにお開きになりました。

今回集めたアンケート結果に基づき、次回の開催時期や内容等を幹事
会にて決めることになりますが、参加した同窓生はもちろん、集まれな
かった人達が一人でも多く参加できればと思う次第です。

最後になりましたが、ご多忙の中お越しいただいた、筒台会の今井惠
美子会長に参加者一同より心より厚く感謝申し上げます。

46回生同窓会報告

  （高46回生）　山田　善敬

令和７年11月２日（日）に50歳の記念同窓会を「ザ マーカススクエ
ア神戸」で開催致しました。当時お世話になった先生方９名と生徒104
名が集まるという非常に盛大な会となりました。

まずは木津先生からご挨拶頂き前中先生の乾杯と続き、その後談笑が
開始。また途中で茶本先生・西井先生・本庄先生・吉田（直）先生・久
住先生・本條先生からも一言ずつ頂戴する時間も設けました。

そして締めのお言葉は学年主任の田阪先生から頂きました。多くの先
生方から当時の思い出話やありがたいお言葉を頂きましたが、盛り上が
り過ぎて正直なところ詳細な内容は覚えていません。それ程に楽しく
あっという間の同窓会となりました。

46回生はこれまでにも30歳、40歳と10年毎に同窓会を開催してき
ましたが、今回も１次会だけでは時間が全く足りず、続く２次会には
63名、３次会には41名もの生徒が参加いたしました。翌日には『２日
酔いと声の枯れ』という、いつもの事象がありましたが非常に楽しく貴
重な時間を過ごすことが出来ました。

卒業して32年経ちましたが現在も相変わらず男女分け隔てなく仲が
良く、個性の強い生徒達とあの学舎で学び過ごせた事は本当に幸せだっ
たんだ、という思いはこの歳になり更に強くなっています。

登下校時の王子動物園の匂い。山手幹線から正門まで続く坂の傾斜。
汗臭い部室。チャイムが鳴った瞬間にダッシュして席を取り合った食堂。
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今にも倒れそうだった第２体育館。全てが良い思い出として今でも昨日
のことのように強く心に残っています。

我々 46回生はこれからも定期的に同窓会を開催し、取り留めのない
思い出話に花を咲かせ続けたいと思います。

＜筒台会より＞
46回生の同期会参加者の皆さまから筒台会へ『72,110円』のご寄付

をいただきました。筒台会活動費として有意義に活用させていただきま
す。ありがとうございました。

これからも同窓会の活発な活動へ、筒台会からも支援させていただき
ますので、開催時には、ぜひご一報ください。皆様のますますのご活躍
を祈念しております。

74回生同窓会報告

  （高74回生）　樽谷　心海

2026年１月３日、「2613に乾杯」
と題し、私たち74回生の同窓会が開催
されました。４年ぶりに再会した仲間
たちは、それぞれ大人びていて、とて
も輝いて見えました。私のクラスから
は16名が参加し、高校時代の思い出や
当時と変わらないクラスメイトのやり
とりに胸が熱くなりました。

二次会も各所で開かれ、かけがえ
のない時間を過ごすことができました。
このような機会を設けてくださった長
谷川先生をはじめ学年の先生方、筒台会の皆さま、そして74回生のみ
んなに心より感謝いたします。

応援団プチOB会

  （高33回生）　増田　精三

２月23日祝日に六甲の花水木様にて応援団のプチOB会を開催いたし
ました。

今年も19回生米津先輩のお声がけで昨年同様18回生から35回生まで
７名が集まりお店のマスターと一緒に鍋を囲み楽しいひとときを過ごし
ました。

現在葺合高校には応援団はないみたいで、OB会も今のところ35回生
で途切れており全員還暦オーバーです。

もし、私たちより若い方でも応援団OB会に参加されたい方がいらっ
しゃいましたら是非筒台会ホームページまでご連絡よろしくお願いいた
します。

74回生
学年シンボルマーク
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しました。
これからも現役を応援しながら、OB・OGの交流を続けて行きます。
今秋のOB・OG会の開催やバレーボール大会への参加について、日

程が決まり次第にご案内いたします。奮ってご参加をお願いいたします。

令和７年度「税に関する高校生の作文」の入選について

  （高38回生）　田中　孝幸

国税庁主催による「税に関
する高校生の作文」の募集に
神戸市中央区内の高等学校
７校から975編の応募があり、
厳正な審査の結果、母校より
次の１名の作文が選ばれまし
た！

厳正な審査を経て入選した
生徒に対して、令和７年11
月13日に開催された「税の
作文表彰式」において賞状が
授与されました。

＊ 「税に関する高校生の作文」とは、次世代を担う高校生が税を題材
とした作文を書くことを通じて、税に対する関心を一層深めるとい
う趣旨で、昭和37年から毎年実施されているものです。

◆ 神戸市中央区租税教育推進協議会代表幹事賞
・小林　敬太　（こばやし　けいた）　（１年）

ソフトテニス部ＯＢ・ＯＧ会の報告について

  （高38回生）　田中　孝幸

2025年度のソフトテニス部OBOG会「葺合クラブ」による総会およ
びテニス会は、2025年11月22日(土)に開催いたしました。夏の８月開
催から秋の11月開催へ移行して２年目となります。当日は晩秋とは思え
ないほどの秋晴れに恵まれ、絶好の行事日和となりました。参加者は
OBOGあわせて22名と、多くの方にご参加いただきました。

総会では、2024年度の会計報告ならびに本年度の幹事紹介が行わ
れ、いずれも承認されました。また、現役ソフトテニス部の現況や部員
数についても報告があり、男子／２年：８名、１年：４名、女子／２年：
８名、１年：６名が在籍しているとのことでした。そして、現役部員へテ
ニスボールとドリンクを贈呈し、激励の気持ちを伝えました。また、テ
ニス談義になり、かつて「ガット」と呼んでいたものが現在では「ストリ
ング」と言うことを知り、時代の移り変わりを感じる場面もありました。

昼食は参加者全員でお弁当を囲み、和やかなひとときを過ごしました。
その後、母校のテニスコートにてテニス会を実施しました。OBOGの中
には試合形式でのプレーがハードな方もいらっしゃるため、昨年に引き
続き、一本打ちなどを中心とした「練習タイム」も設け、無理なく楽し
める内容としました。

世代を超えた交流と、母校ソフトテニス部への支援を実感できる有意
義な一日となりました。次回も、より多くのOBOGの皆さまにご参加い
ただけることを期待しております。

バレー部OB会

  （高25回生）　本山　幸一

第67回神戸新聞杯バレーボール大会に出場
2025年11月２日（日）男子６人制
2025年11月３日（祝）女子９人制
楽しいですが、公式戦ですので力の入ったプレーをしています。
11月３日の夕からは、群愛飯店（本店）で第73回OB・OG会を開催
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開催日時　2026年秋頃の開催予定です。
　　　　　（例年の８月には開催いたしません）
場 所　母校
会 費　年会費　1,500円
幹 事 名
　会　長　　　　西川　哲男（28回）
　副会長 兼会計  桑田　由美（32回）
　企画事務　　　根津　秀子（30回）／田中　孝幸（38回）
　　　　　　　　孝久美由紀（39回）／西村　弥生（42回）
　　　　　　　　成枝　樹史（51回）／田島　和人（58回）
　相談役　　　　古川　　浩（18回）／村田　　明（21回）
　　　　　　　　大庭　義弘（23回）

・ 開催日時が確定次第、正式な案内を後日、改めて行います。
・ 総会終了後に、テニスコートで練習会や現役生との交流戦など

を予定しています。
・ 多数のご参加をお待ちしています。

還暦の節目に同窓会を開催します♪
筒井台の学び舎で15歳で出会い、気が付けば還暦を迎える年
齢となりました。
同級生同士が個別にそれぞれ再会の機会を設けていらっしゃ
ると思います。

「還暦の節目にみんなで集まろう♪」ということになりました。
本年３月にSNSや個別の繋がりを拡げ始め、約１か月で約40
名の同級生とのコミュニティを立ち上げることができました。
この40名からなんとか約400名の同級生にお声掛けする方法
はないものかと思案しております。
個人情報保護の問題もあり同級生全員に伝達することは容易
ではなく、皆様のお力添えによって情報の拡散をお願いした
い次第です。
同窓会についてはこれから約半年の準備期間を設け、秋頃に
開催の予定です。
７月末までに参加予定者のとりまとめ、８月に開催日とおお
まかな場所の決定、９月に参加人数と会場の決定、10月〜
11月に同窓会の開催をしたいと考えています。
現在お集まりいただいている皆様にはLINEのオープンチャッ
トに参加をしていただき、情報の共有をしています。
オープンチャットはアカウント名やアイコンを通常使用され
ているLINEとは別の形で作成可能です。
LINEのIDも公開されないため、プライバシーも守られ、オー
プンチャットの参加者同士が個別にLINEで繋がることもあり
ません。（個別に繋がりたい時は同意のもと、お互いにLINE 
IDを交換する必要があります）
 
この記事を読まれて同窓会の開催に興味がある方は下記の
メールアドレスに【在校時のフルネームと可能であればニッ
クネームも記載】してメールを送信してください。
LINEの友達追加からQRコードの読み込みによりオープン
チャットに参加できるQRコードと【入室パスワード】を返信
させていただきます。

【fukiai37@jyicss.co.jp】
一人でも多くの同級生にこの情報が伝わるよう、ご協力をお
願いします。
 太田　收（ふとし）

２年２組　クラス会２年２組　クラス会
　昨年も高24回２年２組（理系）のまだまだパワフルな歳男た
ちが集まり、大いに盛り上がることができました。
　さて、高校卒業後、早いもので55年の月日が流れました。今
年は卒業55周年を記念し、クラス会を開催いたします。皆さま
の笑顔にお会いできるのを、心より楽しみにしております！

日　時：2026年11月28日（土曜日）18：00 〜
場　所：中国菜館　龍 郷
　　　　神戸市中央区栄町通1-3-16　チャイナコート2F・3F
　　　　TEL（078）391-2937

2025年11月22日 撮影2025年11月22日 撮影

葺合クラブ葺合クラブ（ソフトテニス部OB・OG会）（ソフトテニス部OB・OG会）総会総会 昭和60年卒（第37回生）昭和60年卒（第37回生）
昭和41年4月～ 42年3月生まれの皆様へ。昭和41年4月～ 42年3月生まれの皆様へ。

写真提供：葺合高校写真部
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実りのある3年間 普通科（英系）　小川　実優

私は仲間と環境に恵まれた葺合高校で、本当に楽しい３年間を送ることが
できました。中でも特に思い入れがあるのが部活動です。正直、楽しかった
ことよりも苦しかったこと、辞めたいと思ったことの方が何倍も多くて心も
身体もギリギリの２年半でした。当時はしんどい、やめたい、そんなマイナ
スな事しか頭にありませんでしたが、それでも今は部活を頑張ってよかった
と心底思います。それは、自分がやっていることの価値や本質は、一度立ち
止まってみたり、後から振り返ってからやっと気づける物だと痛感したから
です。その時は考え無しにがむしゃらに取り組んでいただけだとしても、費
やした時間の濃さや経験の大切さは、時間が経つにつれて意味を増します。
部活動を通してそれらを学べた事は、私の中でとても大きな意味を持ちまし
た。これから先、すぐに結果が出ないことや、自分が何を頑張ればいいのか
わからない事もあると思います。それでも今を必死に頑張っていれば、いず
れそこに価値は生まれるんだということを信じて日々前進していきたいと思
います。これは葺合高校で出会った友人や先生方がいなければ気づけなかっ
た事です。私に携わってくれた全ての人に心から感謝しています。そして今
後は、大切な気づきを与えることができる人間になりたいです。これからも
人との繋がりを大切にして、葺合高校で学んだことを胸に邁進していきます。
３年間本当にありがとうございました。

“つながり”を力に 普通科（文系）　前澤　　柚

私はこの３年間で、授業やダンス部での部活動、学校行事や委員会活動
など、まとめ役として活動する機会をたくさんいただき、大きく成長するこ
とができたと思います。印象に残っていることの一つは委員会活動です。私
は３年間学級委員長を務めました。クラスではどの行事でもクラス全員が楽
しめるように、周りの意見を取り入れながら盛り上げた事で、クラスの団結
力が高まりました。学年としては各クラスの正副委員長が中心となって、現
在の校則の見直しを求めました。結果、今まででは当たり前だと思っていた
日番制度やテスト期間のロッカー使用についての校則を変えることができま
した。この経験を通して、周囲への感謝の気持ちを忘れず仲間と協力するこ
との大切さと、当たり前を問い直し、声を上げることの大切さを学びました。
また部活動での経験もかけがえのないものとなりました。楽しい時間ばかり
ではなく、困難にもたくさん直面しました。ですが、周りにはいつも尊敬で
きる仲間がいたので諦めずに練習に励むことができました。一緒に踊れたこ
とは生涯に残る宝物です。これから新生活が始まります。葺合高校で出逢え
た仲間とのつながりを糧に、また葺合高校で培った探究心を持って、一歩一
歩夢へと向かっていきます。

Developing 普通科（文系）　森崎　叶人

３年前の春、葺合高校の制服を身に纏い高校生活をスタートさせました。
最初は勉強や人間関係、学校生活にうまく適応できるかなどの不安があった
反面、３年間でどれくらい成長できるのかという期待と新しい友達や先生た
ちと出会い、さまざまな経験をできることへの胸の高鳴りもありました。入
学式を終え本格的に学校生活が始まるとすぐにその不安は払拭されました。
周りを見ればいつもおもしろい友達や優しい先生たちで、こんな温かい人た
ちや葺合高校の環境のおかげで「本当に葺合高校に入学できてよかった」と
思える瞬間を毎日のように感じていました。この葺合高校の生活は嬉しいこ
とや楽しいこと、幸せを感じる場面が多かったのはもちろん、時には辛いこ
とも悲しいことも、そして困難に直面する場面もあったのも事実です。逃げ
出したくなったこともあったけど、その度に周りからの励ましや支えに助け
られて一歩ずつ前に進んでいくことができ、そのおかげで今の自分がいると
言っても過言ではないほど、いろいろな場面でさまざまな人たちの優しさに
触れることができ無事３年間走り抜くことができました。だからこれからは

そんな人に対して僕が手を差し伸べる番です。これからの未来はわからない
ですが、葺合高校での学びや出会い、成長や経験は未来においてこれからの
人生の糧になるということは確信しています。葺合高校で得ることのできた
宝物を心に刻みこれからも成長を続けていきます。

背中を押してくれた母校と仲間に感謝を込めて 普通科（理系）　山口　瑠偉

この度、葺合高校普通科第78回卒業生として筒台会に入会いたしました、
山口瑠偉と申します。伝統ある葺合高校の卒業生である皆様が集うこの組織
の一員となれたことを、非常に光栄に思っております。

私が葺合高校で過ごした３年間は、自身の学生生活の中でも圧倒的に成長
の機会が多いものとなりました。私はこの３年間、これまで経験したことの
ない様々なことに自らチャレンジし、多くの学びを得ました。生徒会活動な
どの校内活動はもちろん、校外での探究活動やボランティアなど、学校の外
に飛び出して学ぶ機会を数多く与えてくださった葺合高校の手厚いサポート
がなければ、これほどの成長を実感することはできなかったでしょう。私た
ちの３年間を温かく支えてくださった先生方や地域の方々、すべての方に心
から感謝しています。

４月からは兵庫県立芸術文化観光専門職大学にて、観光と演劇について、
対話や実習を通して実践的に学んでいきます。この新たなる道に進む勇気が
出ず立ち止まりそうになった時、私の背中を強く押してくれたのも、葺合高
校や、ここで出会った仲間たちでした。今後も葺合で得た学びを糧に、自分
自身の未知の世界を果敢に開拓し、将来は社会に大きく貢献できる人材へと
成長していきたいと思っております。

充実した学校生活 （国際科）　鹿養　真希人

「英語がやりたい」の一心で入学した葺合高校、そこでの学校生活は私が
想像していた以上に素晴らしいものでした。志を同じくした仲間と切磋琢磨
した日々をよく覚えています。夜遅くまで苦しんだリサーチペーパー。みん
なで協力して話合いや情報収集を行い、作り上げたディベート・ディスカッ
ション。それぞれの目標の進路のために、互いに励まし合い高め合った受験
勉強。３年間のたくさんの出来事が鮮明な思い出として残っています。葺合
の授業やプログラムのおかげで私は大きく成長することができました。この
ような恵まれた環境を作ってくださった先生方並びに多くの方々には感謝の
気持ちでいっぱいです。また、日々の課題に追われる中でも部活や勉強、海
外での研修など様々なことに積極的に挑戦し続ける仲間たちは、私にとって
大きな刺激となっていました。一緒に努力できて良かった。ありがとう。私
の今までの高校生活を支えてくれた人たちへの感謝の気持ちを胸に、高校卒
業という人生の大きな節目を越えた今、葺合高校で培った経験を活かし、自
分も同じように周りの役に立てるよう邁進していきたいと考えています。

かけがえのない3年間 （国際科）　岩佐　日菜

３年前、私はある決意をもって葺合高校に入学しました。それは、とに
かく「後悔のない高校生活にする」こと。その決意を胸に、私は様々なこと
に挑戦しました。学級委員長として校則改正に挑んだり、ダンス部で大会に
出場したり、国内外で様々な課外活動に積極的に参加したり。思うような結
果が出ず、悔しい思いをすることもたくさんありましたが、その過程で多く
の学びを得ることができました。忙しくて、しんどくて、でもふりかえれば
非常に充実した３年間を送ることができたと感じています。また、それら
の経験を通して得た最も大きなものは、様々な人との出会いです。翌日の発
表に向けて深夜まで一緒にパワーポイントを準備したクラスメート、たくさ
ん叱ってくださった先輩方、頼りない先輩についてきてくれた後輩たち、そ
して何度も相談に乗ってくださり、私たちのやりたいことを全力で応援して
くれた先生方。そうした一人一人との出会いが私に刺激を与え、成長させて
くれました。この３年間は、私一人では絶対に成しえなかったものです。こ
のご縁をつないでくれた葺合高校に入学してよかったと心の底から思います。
これまで支えてくださったすべての方々への感謝を忘れず、これから先も出
会いを大切にしながら、頑張っていきます。本当にありがとうございました。

新会員の抱負新会員の抱負 国際科23回生　普通科78回生国際科23回生　普通科78回生
（令和8年3月卒）（令和8年3月卒）
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部の出身者と有志の皆さんによる特別合唱団を編成し、音頭を取ってい
ただきました。

＜特別合唱団メンバー＞
太田竹信（元合唱部）、岡本裕子（元合唱部）、中村洋子（元合唱部）、

見市愛（元合唱部）、茨木貫嗣、藤本尚也、渡辺純矢、渡辺航世、廣川
和海（元合唱部）、森下綾乃、吉田恵美　　ピアノ伴奏：大政直人

なお、総会終了後の二次会にも27名という多くの方が参加していた
だいたことを併せてご報告します。

今年度予定している行事の詳細については、順次支部ホームページや
支部メーリングリストでお知らせしますので、ご確認の上ぜひご参加く
ださい。

東京支部定時総会・懇親会

昨年の支部総会・懇親会は、５月24日（土）新宿の小田急ホテルセ
ンチュリーサザンタワーで開催しました。

参加者は56名、神戸からは昨年に続き葺合高校の山本真之教頭（高
42回生）、筒台会兼氏敏幸会長（高24回生）、今井惠美子副会長（高33
回生）にご参加いただきました。

総会では、兼氏会長からのご挨拶の後、武山支部長より2024年度行
事報告、2025年度行事予定案、2024年度会計報告、2025年度予算案
の説明を行い、監査担当役員鹿士俊一郎さん（高24回生）による監査
報告により、審議・報告事項の全てが承認されました。

総会に続いては“大政直人さん（p）と池田佳月さん（ｆｌ）との
デュオコンサート”。ピアノとフルートのライブを楽しんでいただきま
した。

演奏されたのは、次の５曲で、すべて大政直人さん（高24回生）の
編曲です。

１．美女と野獣
２．アリア（バッハ）
３．うれしいひなまつり　
４．チャルダッシュ（モンティ）
５．星に願いを
プロのフルーティスト池田佳月

さんの演奏には繊細さと合わせて
力強さがあり、短い時間でしたが
音楽による癒しの時間となったの
ではないかと思います。

懇親会に移ってからは、葺合高校の卒業生（平成２年卒）でいらっ
しゃる山本真之教頭によるご挨拶（学校の近況報告）と参加者を代表し
て井原春美さん（昭和36年卒）からのご挨拶・乾杯発声後、食事、懇
談の時間を過ごしていただきました。

懇親会の後半には従来にはない新しい取組みとして、＜交流タイム＞
クイズ大会を開催しました。企画・運営してくれたのは令和５年卒学年
幹事の渡辺航世さんです。神戸にまつわるクイズやイントロクイズなら
ぬアウトロクイズ（流行曲のエンディングで曲を当てるクイズ）など、
ユニークな企画が盛りだくさんで、会場も大いに沸きました。

席も前半の年次順の配席ではなく年次をシャッフルし、先輩・後輩が
同じテーブルで一緒になりグループ対抗戦に取り組んでいただきました。

「同期同士もいいが、違う学年の人とも話をしたい」というこれまでの
参加者の声から生まれた企画でしたが、皆さんの反応を見ていると、実
施してよかったと思います。

そして、クイズ大会の後には、恒例の卒業後1年～ 4年生17名の自己
紹介タイム。皆さんのスピーチでは、活発に多様な学生生活を過ごされ
ている様子がうかがえました。

最後は、阪神・淡路大震災から30年の節目に合わせて、震災の鎮魂
と再生を願う歌“しあわせ運べるように”と校歌の合唱です。高校合唱

筒台会東京支部　支部長　武山 芳夫（高 24回生）筒台会東京支部　支部長　武山 芳夫（高 24回生）
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大学博物館巡り

昨年度は第６回の大学博物館巡りとして東京藝術大学大学美術館見学
会を予定していましたが、予定していた時期に適当な展示会が開催され
なかったため、やむなく延期す
ることにしました。

それを受けて、今年度はすで
に３月28日～６月21日で開催
中の東京藝術大学大学美術館

「NHK日曜美術館50年展」を鑑
賞することにします。

NHKで50年続いてきた老舗
の美術番組とのタイアップ企画
であり、公式HPにも「古今東西
の作家、120点以上の名品、上
野に集結！」とあるように充実
した展示が期待できます。

日程等下記のとおりですので、
ぜひご参加ください。

＜東京藝術大学大学美術館見学会＞
〇日　時：2026年６月13日（土）　※時間は未定
〇場　所：（上野公園隣接）東京藝術大学キャンパス
〇内　容：１．大学美術館見学　　
　　　　　２．旧東京音楽学校奏楽堂見学

語る会

東京支部の恒例行事として長年続けていま
す。筒台会会員が中心となり、その時々の
テーマで話をします。

昨年度は講師に廣瀬充男さん（昭和44年
卒）をお招きし、長年映像カメラマンとして
制作に携われた記録映画を廣瀬さんの解説付
きで鑑賞しました。

映画３編を通じて、我々が普段慣れ親しんでいる中華料理の特徴と効
用、調理の奥深さをうかがい知ることができました。また、特に３編目
の「湯島聖堂・原三七と冊子「中国菜」」では、日本人の中国料理への
関心の高さと交流の歴史を知ることができ、大変興味深い内容でした。

●「香港」長寿学博士が解く香港の長寿の謎（25分）
●「北京の食文化」（30分）
●湯島聖堂・原三七と冊子「中国菜」（33分）
　（その他、＋αとして別テーマの作品も鑑賞。）
今回の参加者は13名。懇親会にも９名参加いただき、廣瀬さんを囲

んでさらに突っ込んだお話を伺うことができました。

＜第26回「語る会」＞
〇日　時：2025年10月18日（土）午後3：00 ～ 5：30
〇講　師：廣瀬充男さん（高21回生）
〇テーマ：『映像で見る「食文化と健康」重森監督との作品より＋α』
〇会　場：ふれあい会議室五反田No.79

今年度は長年神戸新聞で勤めてこられた織戸新さん（昭和44年卒　
元筒台会会長）が昨年上梓されたご著書「原六郎　渋沢栄一と並び立つ
実業家」を紹介いただく講演会を開催します。織戸さんは新聞記者とし
てご活躍された後、神戸新聞代表取締役専務、神戸新聞会館社長等を歴
任された方です。

今回のテーマで扱う原六郎は兵庫県但馬の出身で、幕末から大正時代
にかけて第百国立銀行頭取、東京貯蓄銀行創立・頭取、横浜正金銀行の
再建（頭取）など、日本の近代金融の基盤づくりに中心的役割を果たし
ました。また、日本銀行・台湾銀行の創立委員を務め、帝国商業銀行、
富士製紙、横浜船渠などの経営に関わり、鉄道分野では山陽・播但・阪
鶴・総武・九州など多数の鉄道会社の設立・運営に携わるなど、産業イ
ンフラの整備に広く貢献した人物です。その実績は渋沢栄一と並び称さ
れるものですが、渋沢ほどには広く知られていませんでした。織戸さん
には原六郎に新たなスポットライトを当てて語っていただくとともに、
せっかくの機会ですのでご自身の新聞記者のご経
験、キャリアについてもお話しいただく予定です。

＜第27回「語る会」＞
〇日　時：2026年10月17日（土）
　　　　　午後3：00 ～ 5：00
〇講　師：織戸新さん（高21回生）
〇テーマ：「原六郎伝」（仮題）
※会場等決まりましたらお知らせします。
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2026年度　主 な 行 事 予 定

令和 8 年 4 月 8 日（水） 入学式

令和 8 年 6 月 3 日（水） 葺高祭（校内祭）

令和 8 年 6 月 4 日（木） 葺高祭（一般祭）

令和 8 年 7 月13日（月）,14日（火） 高校生国際会議

令和 8 年 9 月11日（金） 体育大会

令和 8 年12月15日（火）〜 18日（金） 修学旅行

令和 9 年 2 月26日（金） 筒台会入会式

令和 9 年 3 月 1 日（月） 卒業式

フェニックス賞

このメダルは本校菊川晋久元教諭の作である

令和 7 年度卒業生受賞者数　56名
部活動の部……………………28名
生徒会活動の部………………10名

母校では、学校生活や地域社会における諸活動に、特に積極的、
継続的に取り組んだ生徒を表彰するためにフェニックス賞を設け
ています。右記の部門があります。

メダルは金賞、銀賞及び銅賞

「フェニックス賞」
の由来

フェニックスは本校玄関前にそびえる大樹であり、また、灰の中から何度も生
まれ変わる霊鳥の名前でもあります。大樹のようにたくましく、不死鳥のよう
にいきいきと、本校生徒が育つようにという願いを込めて名付けられました。

ファニックス賞部門
●研究の部＆国際交流の部
●部活動の部
●生徒会活動の部
●成績優秀の部
� ※3カ年皆勤の部はなくなりました。

令和 7 年度
部活動の主な成績

【運　動　部】
◆剣道
・神戸市内高校剣道大会 女子団体第３位
・神戸市内高等学校新人剣道大会
 女子団体　準優勝

◆なぎなた
・兵庫県高等学校総合体育大会 演技競技ベスト8
・令兵庫県高等学校新人なぎなた大会
 演技の部 ベスト8

◆卓球
・神戸市卓球選手権大会ジュニアの部
 女子ダブルス第５位
 男子シングルス第５位
・神戸市内高等学校卓球大会
 女子学校対抗第３位
 女子ダブルス第３位
・神戸市内高等学校新人卓球大会
  女子団体第３位
  男子団体第５位
・第67回兵庫県高等学校新人卓球大会
 男子団体第９位 ★近畿大会出場 

◆水泳
・第48回兵庫県JOCジュニアオリンピックカップ

春季水泳競技大会
 男子15・16才50m自由形　第２位

◆陸上競技
・第78回兵庫県高等学校陸上競技対校選手権大会

 800m　第７位
・第77回兵庫県高等学校ユース陸上競技対校選手

権大会
 3000mSC第３位
 棒高跳　第１位
 400mH　第２位

◆男子ソフトテニス
・兵庫フレンドリーカップ 男子団体　５位

◆女子ソフトテニス
・第74回神戸市総合スポーツ大会中央区予選大会

 第４位
・神戸市立高等学校ソフトテニス大会
 女子団体戦第２位
 女子個人戦第３位

◆少林寺拳法
・2025少林寺拳法神戸市大会
 組演武一般段外の部　最優秀賞
・第43回兵庫県高等学校少林寺拳法新人大会
 男子規定単独演武　４位６位
 男子自由単独演武　４位
 女子規定単独演武　２位
 女子規定組演武　２位３位４位
 女子自由組演武　４位
 女子団体演武　３位
 男子団体演武　３位
・第43回近畿高等学校少林寺拳法大会
 女子規定単独演武　５位
 男子団体演武　６位

◆ダンス
・第25回兵庫県高等学校ダンス新人大会 ６位
・第25回兵庫県高等学校春季ダンスコンテスト
 ビジュアル賞

【文　化　部】
◆ESS
・第19回兵庫県高校生英語ディベートコンテスト

 優勝
・新緑杯　西日本大会2025
 ベストディベータ―賞
・スプリンターカップ2025
 ベストディベータ―賞
・第10回関西高校生英語ディベート大会（関西広

域大会）
 準優勝　5位
・第２回関西高校生英語ディベートチャレンジカップ

 優勝 準優勝
 ベストディべーター賞
・第20回全国高校生英語ディベートコンテスト兵

庫県大会
 ３位
・第20回全国高校生英語ディベートコンテスト兵

庫県大会
 ベストディベーター賞６位

・阪神ESSユニオン・シナリオリーディングコンテスト
 準優勝

◆吹奏楽
・第53回兵庫県アンサンブルコンテスト第35回神

戸地区大会
 金賞
・第53回兵庫県アンサンブルコンテスト 銀賞

◆美術
・第50回こうべ市民美術展デザイン部門 入選
・“世紀のダヴィンチを探せ”　高校生アートコンペ

ティッション
 入選

◆書道
・第26回宇野雪村賞全国書道展 秀作
・第49回兵庫県高等学校総合文化祭書道展（第71

回兵庫県高等学校書道展）
 特選
・第41回毎日現代書関西代表作家展併催新春「え

と」書道展
 入選

◆写真
・第33回兵庫県高等学校春季写真コンテスト神戸

支部予選
 入選賞　佳作賞
・第33回兵庫県高等学校春季写真コンテスト出品
・第49回全国高等学校総合文化祭（香川総文祭

2025）写真部門
 出品・出場
・第49回兵庫県高等学校総合文化祭写真部門神戸

支部予選
 入選賞　佳作賞
・第49回兵庫県高等学校総合文化祭写真部門
 出品・出場
・インターハイスクールカップ・フォトコンテスト2026
 特選賞　入選賞

◆すぎな会
・第６回高校生ともしびボランティアアワード
 顕彰

国際交流・研究の部………… 5名
成績優秀の部…………………13名
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2026年度　教 職 員 異 動

退
職

泉　　和美 国語 退職
坂井　峻也 外国語 退職
後藤　俊昭 理科 退職

転
　
出

森田　哲司 校長 文化スポーツ局スポーツ企画課
山本　真之 教頭 市教委事務局　教職員人事課へ
竹中　　淳 外国語 市教委事務局　学びの推進課へ
上元　　実 地歴公民 摩耶兵庫高校へ
寺口　温子 保健体育 神戸工科高校（高校通級）へ
宮崎　貴弘 外国語 神港橘高校へ
黒田理恵子 国語 六甲アイランド高校へ
山口　　諒 数学 科学技術高校へ
岸田　飛翔 理科 楠高校へ
＜常勤講師＞
松山明日香 地歴公民 新規採用（楠高校へ）
山本　　京 保健体育 新規採用（六甲アイランド高校へ）
結城　綾香 地歴公民 神港橘高校へ
島原　大輝 保健体育 有野中学校へ

転
　
入

西山　敏弘 校長 市教委事務局　学びの推進課より
登　　弘聡 教頭 神港橘高校より
片野　朝子 養護教諭 白川台中学校より
西郷　正輝 外国語 摩耶兵庫高校より
森田　千寿 数学 科学技術高校より

転
　
入

任　　言彬 外国語 西代中学校より
藤本　理恵 理科 須磨翔風高校より
高田　大夢 国語 須磨翔風高校より
山根　亮太 保健体育 六甲アイランド高校より
眞部　晴菜 外国語 神港橘高校より
冨田　庸介 地歴公民 新規採用（尼崎市立尼崎高校より）
太田めぐみ 外国語 新規採用（名古屋市立香流中学校より）
山蔭　妃奈 国語 新規採用
司田　和波 地歴公民 新規採用
藤原　美桜 外国語 新規採用
＜常勤講師＞
石井　教寿 理科 六甲アイランド高校より
塗木　　愛 外国語 六甲アイランド高校より
大成あまね 保健体育 桜の宮中学校より
井上　綾乃 国語 六甲アイランド高校より
泉　　　稜 地歴公民 須磨翔風高校より
天野　高弘 国語 新規
高谷　　拳 理科 新規
波野　鈴佳 保健体育 新規
吉岡サキッチ奈津季 外国語 新規
＜ALT＞
Cosme�Adrian 樫野台小学校より
Kwong�Waye�Riku 王塚台中学校より

令和 8 年 3 月
卒業生の合格状況

（令和８年４月１日現在　判明分）

※ 数字はすべて延数で、既卒者も含む
※   個人情報保護の観点から連絡のない大学もあるため、

実際はもう少し多いと思われます

国 公 立 大 学

北 海 道 1 京 都 1 大 阪 教 育 3 鳥 取 1 高 知 県 立 1
国 際 教 養 1 京都工芸繊維 1 神 戸 4 島 根 1 福 岡 工 業 1
東 北 1 京都市立美術 1 兵 庫 教 育 1 岡 山 3 宮 崎 1
金 沢 3 京 都 府 立 1 兵 庫 県 立 13 徳 島 4 鹿 児 島 1
金沢美術工芸 1 福 知 山 公 立 2 神戸市外国語 11 広 島 市 立 1 名 桜 1
滋 賀 県 立 1 大 阪 4 神 戸 市 看 護 3 香川県立保健医療 1 芸術文化観光専門職 2
滋 賀 1 大 阪 公 立 4 和 歌 山 1 高 知 1  78名

私 立 大 学

関 西 115 早 稲 田 4 國 學 院 1 京 都 外 国 語 3 神 戸 女 子 27
関 西 学 院 131 上 智 2 東 京 経 済 2 大 阪 経 済 8 甲 南 女 子 26
同 志 社 69 学 習 院 1 立命館アジア太平洋 2 大 阪 工 業 8 武 庫 川 女 子 75
立 命 館 36 明 治 3 摂 南 11 兵 庫 医 科 5 そ の 他 49
京 都 産 業 4 青 山 学 院 1 神 戸 学 院 58 大 和 13
近 畿 162 立 教 6 追 手 門 学 院 3 同 志 社 女 子 12
甲 南 96 中 央 1 神 戸 薬 科 2 京 都 女 子 1
龍 谷 22 法 政 2 関 西 外 国 語 38 神 戸 女 学 院 8  1,007名

専修・各種学校 そ の 他

大坂リゾート＆スポーツ専門学校 1 神 戸 電 子 専 門 学 校 1 該当者なし
兵庫県立総合衛生学院 1 神戸ブレーメン動物専門学校 1

 4名

進路別円グラフ
令和8年3月卒業生

卒業者数 344名

国公立大学
70名（20%）

私立大学
250名（73%）

その他　
16名（5%）

海外大学
1名（1%）

専門学校
5名（1%）
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（本多 昭義　S37卒・高14回生）

会長

（S39卒・高16回生）
（サッカー部）

志水　利達
本　社
Tel.078-453-2211　Fax.078-453-2171
〒658-0072 神戸市東灘区岡本 4丁目 4 - 6
090-3716-9667 http://toko-syokai.co.jp
t-shimizu@toko-syokai.co.jp

●経営理念●

「人と人との絆を大切に」
全従業員の物心両面の幸福を追求すると同時に

人類社会の進歩発展に貢献する

≪グループ会社≫

車のワンストップサービス・運輸業　TEL.078-453-8792

事務請負業・切手売りさばき業務　TEL.078-453-2168

本社オフィス　　　TEL.078-453-3322
本社オフィス別館　TEL.078-262-1789
神戸北オフィス　　TEL.078-453-3477
大阪オフィス　　　TEL.072-812-1011
姫路オフィス　　　TEL.079-231-4131
豊岡オフィス　　　TEL.0796-29-2645

本社品川オフィス　TEL.03-5769-0737
多摩オフィス　　　TEL.042-519-3526

〒658-0024 神戸市東灘区魚崎浜町27-21  神戸印刷センター本館 4 F
TEL （078)453-2168／ FAX （078)453-8789  携帯 090-3289-4851
E-mail:k-morimoto@kizuna-group.or.jp

森　本　克　幸会　　長
行政書士 （S43卒・高20回生）

“公平無私”

http://www.kizuna-group.com

代表取締役
会　　　長 （S41卒・高18回生）

〒657-0022 神戸市灘区土山町８ー１
T E L. 0 7 8 - 8 5 4 - 6 5 0 0
FAX. 0 7 8 - 8 5 4 - 6 5 5 5

か　ん

特定建設業　知事　許可（特－1）第114062号
測　量　業　 第（ 1） － 36631号

ざ　き

神　前　憲　一
取締役社長 神　前　友　隆

株式会社 ラ ン ド グ リ ー ン

E-mail : ken-kobe-benz@royal.ocn.ne.jp

TEL 　　　　　　　　　FAX
（078）231-5550 （078）231-1200
〒651-0068 神戸市中央区旗塚通6-2-2 サンビルダー55ビル

土地・建物の売買から、賃貸マンション運営・管理まで

会長 杣　浩 二
（S45卒・高22回生）

代表取締役 杣　研 輔
（H18卒・高58回生）

バレーボール部OB・OG会

会　　長  友　藤　陽　幹 (S46卒・高23回生）
(連絡先：motoyama.ko1@gmail.com 本山 幸一 S48卒・高25回)

神戸市立葺合高等学校

今秋に第74回OB・OG会開催
神戸新聞杯バレーボール大会へ出場します
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＜営業時間＞
水～土　18：00～23：00（LO 22：30）
日曜日　15：00～21：00（LO 20：30）
定休日　月曜日・火曜日（祝日営業）

上田　博司（S47卒・高24回生）

あなたの知らない
「味で選んだ厳選の地酒」

TEL：078－335－8868
神戸市中央区中山手 1丁目
22番10号　象ビル 4階

半合： 750円～
一合：1150円～

益　生　號
エキ　 セイ　 ゴウ

中 華 菜 館

RYUKYO

●阪神・JR元町駅から南へ徒歩3分
●南京町東楼門（大丸神戸店西側）から西へ50メートル

元町商店街

あずまや
ファミリア

龍郷
南京町通り

南京町
東楼門

大丸恵記商行

JR・阪神元町

民生

〒650-0023 神戸市中央区栄町通 1 - 3 -16 チャイナコート 1 F
TEL(078)331-5058　FAX(078)392-2983

本格派中華料理を
リーズナブルな価格で
龍郷では御一人様3,400円より
御予約を承っております

•飲茶コース
　御一人様2,500円（2名より）
•南京町コースも御座居ます
　御一人様3,400円

やむちゃ

雷　　良　士(S44卒・高21回生）
雷　　越　威(S47卒・高24回生）
雷　　之　　（S49卒・高26回生）

神戸・南京町
〒650-0023

神戸市中央区栄町通 1丁目 3の16
チャイナコート2Ｆ・ 3Ｆ
ＴＥＬ.078-391-2937
ＦＡＸ.078-391-2947

11:30AM～9:30PM
※ラストオーダー 8:30PM迄

営業時間

特 選 豚 肉

自家製焼豚

各種自家製
デリカ食品

〒201-0004 東京都狛江市岩戸北1-1-1-409
M.P. 090-3574-2581　Fax. 03-3480-3419
E-Mail:liebe@mtj.biglobe.ne.jp

作曲・編曲・ヴァイオリン 東京芸術大学大学院作曲科修了
日本作曲家協議会理事　大阪芸術大学非常勤講師

大　政　直　人
（S47卒・高24回生）

東京芸大・音大受験について何でもご相談下さい

代表  進木　健三（S47卒・高24回生)

し ん き け ん ぞ う

神戸で上方落語を聞こう会

学校法人 二 松 学 舎
二松学舎大学・二松学舎大学附属高等学校
二松学舎大学附属柏中学校・高等学校

理　事

（S47卒・高24回生）

武　山　芳　夫

明治10年創立

黒 田 　 勇

650-0047 神戸市中央区港島南町5丁目 4-8
T E L. 078-302-3990
FAX. 078-302-3991

代 表

（S47年卒・高24回生）

合同会社

Isamu Kuroda

（S47卒・高24回生）

650-0047 神戸市中央区港島南町5丁目4-8
Tel 078-303-3377  Fax 078-303-3379

URL www.onthecourt.jp

一般財団法人 住　吉　学　園

理 事 長

（S47 卒・高 24 回生）

〒658－0051
神戸市東灘区住吉本町 3丁目 3番 4号
TEL（078）841－0034　FAX（078）841－0106

竹　田　　統
たけ だ おさむ
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信頼／安心の光明貿易グループ

野呂 良雄（S56年卒・高33回生）
野呂 良材（S57年卒・高34回生）
野呂 良瑛（H22年卒・高62回生）

＜お問合せ＞
電　話　078-321-0856
メール　komeitrading@gmail.com
雑豆情報サイト　http://komei.cangofu.com/

光明貿易株式会社

葺合高校野球部 ＯＢ・OG会の情報を『Amebaブログ』『Facebookページ』
及び『筒台会ホームページ』に掲載しております

１ 『Amebaブログ』
　 パソコン、スマホで『fukiaiobogのブログ』と検索してください。

２ 『Facebookページ』
　 フェイスブックに登録し、『神戸市立葺合高校野球部ｏｂ・ｏｇ会』と
　 検索してください。（(注）小文字・全角です)

３ 『筒台会ホームページ』
　 パソコン、スマホで『筒台会』と検索してください。
　 「同窓の広場」「野球部ＯＢ」に掲載しております

LINE友達登録
からQRコード
を読み込んで
下さい

LINE@

葺合高校野球部OB・OG会 会 長
柏木 清次郎（S50卒・高27回生）

（S54卒・高31回生）

株式会社 tunaguwa は、皆様とのご縁を何よ
りも大切にし、これまでたくさんのつなが
りの中で成長してまいりました。不動産の
賃貸・売買・管理など、総合的に幅広いサー
ビスを提供しております。
筒台会の皆様には、ご紹介への感謝を込め
て、ご紹介お礼や、仲介手数料の特別価格
をご用意しております。ご不明点や詳細に
つきましては、どうぞお気軽にお問い合わ
せください。皆様との新たなご縁を心より
お待ちしております。

（S56卒・高33回生）

「大黒正宗・仙介・盛典・越乃寒梅・東長・池月・能古見」特約店

(E-SARA)
娑 羅さ

スナック

ら

野 中 映 里
（S51卒・高28回生）

〒650-0001
神戸市中央区加納町4丁目
9-29-406 神戸真亜ビル4F
TEL 078-331-0305

JR三ノ宮
阪急神戸三宮

●カラオケ

●ローソン

●ローソン

●

●NTTドコモ
生 田 新 道

山 手 幹 線

山
田
医
院
●

い
ず
み
鮓
●

北
野
坂
通
り

↑
新
神
戸

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
セブンイレブン

真亜ビル4Ｆ
娑 羅

N

井上不動産株式会社
兵庫県知事（1）第12162号

競売不動産取扱主任者
宅地建物取引士

（S56卒 高33回生）

〒651-0092 神戸市中央区生田町 1丁目 1－２２ニッシンビル６F
TEL：０７８-８６２-３８８６ 　FAX：０７８-８６２-３８８７
mail：inoue37@fork.ocn.ne.jp　mobile：０９０-９６２４-５１９３

代表取締役 井 上 浩 邦

〒657-0822 神戸市灘区畑原通3-6-6
TEL.078-861-2609 FAX.078-801-0308
HP http://www.sadamatsu-hamada.com

5/30（土）　ウェルカムジャンボリー　ファミリーバレエ「コッペリア～お人形の恋の物語」　神戸文化ホール・大ホール
代表　貞　松　正一郎

（S57卒・高34回生）

一般社団法人 貞松・浜田バレエ団
地元兵庫・神戸の地にバレエ芸術の夢を!

8/1（土）・2（日）　「バレエ・ドラゴンクエスト」全2幕　兵庫県立芸術文化センター　KOBELCO 大ホール
10/4（日）　「ジゼル」　神戸文化ホール・大ホール
12/19（土）・20（日）　「くるみ割り人形と秘密の花園」　神戸文化ホール・大ホール
2027年 2/20（土）・21（日）　創作リサイタル38「Kamuyot」（カムヨット）　KIITOホール
2027年 2/27（土）・28（日）　＜埼玉公演＞創作リサイタル38「Kamuyot」（カムヨット）　彩の国さいたま芸術劇場

2026年　公演予定 ※上演予定公演はやむを得ない事情により変更が生じる可能性があります※上演予定公演はやむを得ない事情により変更が生じる可能性があります※上演予定公演はやむを得ない事情により変更が生じる可能性があります※上演予定公演はやむを得ない事情により変更が生じる可能性があります

（S57卒・高34回生）

代表取締役

東京本社／〒177-0051東京都練馬区関町北 4-1-6 ハイクレスト関206号
Tel.03-3929-5706　Fax.03-3929-5704　withbm@jcom.home.ne.jp
http://withnetwork.com

大阪営業所／〒533-0033大阪市東淀川区東中島 1-17-5ステュディオ新大阪530号
Tel.06-6795-9103　Fax.06-6795-9104

ファイナンシャルプランナー
管理業務主任者
宅地建物取引士
個人情報保護士
貸金業務取扱主任者
賃貸不動産経営管理士
賃貸住宅メンテナンス主任者

NAOKI  ASANO
浅 野 尚 樹

株式会社
建物総合管理・コンサルティング
�������������������������

ウィズ

葺合クラブ
ソフトテニス部 O B・O G 会

会　　長  西　川　哲　男 (S51卒・高28回生）

神戸市立葺合高等学校
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株式会社 特約店

(S61卒・高38回生）

（H 4卒・高44回生）

公認会計士
税　理　士

Shuichi  Hayashi

林　  修  一

〒541-0042
大阪市中央区今橋 1-7-3 ハヤシビル　
tel 06-6202-0366  fax 06-6202-0360
mobile 080-7034-0884
mail     s.hayashi@cpa-hayashi.gr.jp

林 公認会計士事務所

CPA
HayashiHayashi
Office

(H元年卒・高41回生）

合同会社 T2 設備設計

CEO
Tokuoka Takashi
（H元年卒 高41回生）

〒651-0084
　神戸市中央区磯辺通2-1-22 松沢ビル 3F
　福冨涼建築研究所内
　HP：090-8538-0239　FAX：078-958-7676
　mail：t2setsubi@nifty.com

徳岡　崇

〒657-0067 神戸市灘区篠原本町2-4-13
携帯：0 9 0 - 5 9 0 1 - 4 3 6 3
E-mail：kou30@gaia.eonet.ne.jp
HP：http://yoyo-nhm.girly.jp/index.html

Raffinee 【ラフィネ】
神戸灘区の住宅地にある小さな

ネイル＆ヘアーメイク、着付けのサロンです

LINE
黄 　 澤 宇
こう たくう

〒657-0067 神戸市灘区篠原本町2-4-13
携帯：0 9 0 - 5 8 9 1 - 7 3 2 2
E-mail：kou30@gaia.eonet.ne.jp

（H元年卒・高41回生）黄 　 偉 倫
こう いりん

コウ設備設計
電気設備設計・CAD・積算

鮨
つ
か
さ

078-371-5656

・現役選手の応援
・卒業生会員相互の親睦を計る
・バスケットボールの普及

上記を目的として活動しています
ゆうちょ銀行　四三八店　
上記を目的として活動しています
ゆうちょ銀行 四三八店 普通7368482 トウロウカイ
活動継続のため寄付をよろしくお願いいたします

筒籠会

2 トウロウカイトウロウカイ
たししますたします

会　長

谷　口　昌　樹
（S61卒・高38回生）

神戸市立葺合高等学校　バスケットボール部OB・OG会
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●会員情報についての各種連絡のお願い
　① 同期会、クラブＯＢ・ＯＧ会の開催情報があれば、筒台会

へ連絡願います。
　　開催結果は記事写真を添えて送信して下さい。
　　 筒台会ホームページ「同窓生の広場」と筒台会報「筒台会

だより」に掲載します。
　② 逝去、住所変更等の名簿に関することがあれば連絡願います。
　③その他各種お問い合わせ

●筒台会会報について
　①筒台会報は毎年５月に発行しています。
　② 2026年の今年度は、昨年度同様、筒台会会員全員の方へ

発送します。
　③ 次年度からは、原則40歳以上の学年の方、ご協力金をいた

だいている方、卒業後３年間の方に発送します。

コンビニ対応の振込用紙はバーコードを読み取ることでスマホ決済が可能です。
PayPay・LINE Pay・au PAY・PayB での支払いができます。

※スマホ決済手順について（PayPayを例として記載）

●協力金について
　① 会報協力金は2,000円、運営協力金は１口1,000円からです。
　② 会報協力金と運営協力金の合計3,000円のお振込みは、送

付の「バーコード用紙」をお使い下さい。2027年１月31
日まで使用できます。

　③ 会報協力金と、運営協力金２口以上については、郵便局
「ゆうちょ銀行」宛の、振込用紙をお使いください。郵便
振替は2027年２月末まで使用できます。

　　 会計の都合上、できるだけ2026年７月末までにお振込み
をお願いします。

●広告について
　①筒台会会報掲載の広告は、掲載料１マス10,000円です
　② お申込みの方は、画像と共に筒台会のメールアドレスに送

信して下さい。
　③ 筒台会ホームページ掲載バナー広告は随時募集。年間掲載

料は12,000円です。
　④申込については2027年２月末までにお願いします。
　　 期日内の申し込み掲載を、2027年５月発行の筒台会報に

掲載します。

筒台会メールアドレス
todaikai@todaikai.net

筒台会事務局からのお知らせ

【2】�「請求書を読み取る」
を選択

【1】「請求書払い」を選択 【3】バーコードにかざす 【4】�支払い金額を確認して�
「支払う」で完了

※ 入金先として「サラト」が表示されますが、ご安心ください。
※「サラト」は会報発送、名簿管理、収納代行を依頼している会社です。
※ 金額や住所等の変更はできません。（コンビニも同様です。）
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チームメイトから、練習通りの素晴らしい
アシストパスが来て、最高のダンクを炸裂
させることができました。チームに勢いを
もたらす、良いコンビネーションだったと
思います。
❽�「将来の目標」については、漠然としていま

すが〝自分が幸せだと思う生き方をするこ
と〟でしょうか。もちろん今は、プロバス
ケットボール選手として活動していますか
ら、チームの勝利に貢献できるよう頑張っ
ていますし、「日本一」を目指しています。
勝つことだけではなく、応援してくださる
みなさんや地元が元気になるような活動を
続けることも意識しています。

　 それらのことも含めて考え、常に頭の中に
あるのは「表現者」として活動を続けた
いということ。大阪教育大学 教育協働学
科 教育コミュニティ支援専攻の「芸術表現
コース〈美術〉」に進学し、その後「プロバ
スケ選手」になったのはかなり異色かもし
れません。ただ、バスケも恵まれた体格を
活かした表現のひとつ、自分らしさを表わ
せる手段だと考えています。いつまで現役
を続けられるかはわかりませんが、コート
に立つことができる限り、プロバスケ選手
としての表現をしていきます。

　 もうひとつ、これは成し遂げたいと思って
いるのが小説を書くことです。文章を書く
ことが好きで、どういう形になるかはまっ
たく想像もつきませんが、これは外せない

「将来の目標」です。
❾�文化祭で有志のみんなと踊ったこと。１年

生の時から友人がダンスグループを結成し
ていて、ずっと誘われていました。ただ、
部活との兼ね合いがあり参加は見合わせて
いました。

　 毎年のように誘われていたので、部活を引
退した３年生の秋に参加を決意し、マイ
ケル・ジャクソンのコピーを披露しまし
た。完成度が高く、かなりウケたと思いま
す（笑）
��このような機会を頂きありがとうございま

した。みなさまの活躍をお祈りしています。
Bリーグを観る機会をつくって、アリーナ
に足を運んでいただけると幸いです。

❶ 土屋アリスター時生
❷プロバスケットボール選手
❸2013年度
❹ 浜脇小学校→浜脇中学校→葺合高校→大阪

教育大学→西宮ストークス（2016-20）
　※2016-18は特別指定選手として活動
　→ 大阪エヴェッサ（2020-21）
　→ 横浜ビー・コルセアーズ（2021-22）
　→ 三遠ネオフェニックス（2022-23）
　→ 大阪エヴェッサ（2023-24）
　→ 秋田ノーザンハピネッツ（2024-）
❺ 国内最高峰のプロバスケットボールリーグ、
「B.LEAGUE」の秋田ノーザンハピネッツの
選手です。チームはトップカテゴリー（B1）

KONOHITONI KIKU

Profile 
Interview
葺合高校OB・OGで各界、各層で活躍して
おられる方々にお聞きしました。

❶ 氏名
❷ 職業
❸ 卒業年度
❹ その他
❺ 現在の活動状況
❻ この道に入るきっかけ
❼ この道に入って
　 一番うれしかったこと苦しかったこと
❽ 将来の目標
❾ 葺高時代の一番の思い出
� 筒台会会員に一言

に所属し、「日本一」を目指して
いますから、少しでも貢献でき
るよう日々頑張っています。

　 秋田はバスケ熱が高い土地柄で、
チームは地元に愛されています。
アリーナではいつも多くの声援
を頂くことができ、やりがいは
大きく、とても感謝しています。
❻�大学１回生の時に大阪教育大学

のコーチだった髙橋哲也さんが、
僕が３回生になった時にBリー
グ・西宮ストークス（現神戸ス
トークス）のコーチに就任され
ました。

　 Bリーグには大学や高校に在籍したまま、
プロチームに所属し試合に出場できる「特
別指定選手制度」があり、高橋さんからお
誘いを受けたのがきっかけです。その時点
でプロバスケ選手になろうとは思っていま
せんでしたが、地元・西宮のチームであり、
地域のために活動する選手やスタッフの姿
に感銘を受け、「プロ」を意識するようにな
りました。高橋さんも現在、滋賀レイクス
でアシスタントコーチを務めており、対戦
相手として再会を果たせたのはうれしかっ
たです。
❼�特別指定選手として「プロの世界」を体感

し、その経験を大学のチームにフィード
バックしようと考えていました。プロ選手
と一緒にプレーすることが楽しかったです
し、自分がステップアップしていく感覚を
味わうことができました。

　 当時、西宮はB2（２番目のカテゴリー）に
所属しており、試合で通用するプレーがで
き、自分の伸びしろを感じられたのも楽し
かったです。ただ、その後移籍した大阪は
B1のチーム。プレーの強度が一気に上がっ
た感覚で、壁を感じて苦しかったことを覚
えています。

　 それでも、「壁を乗り越えていこう」と新
たな目標ができましたし、プロ選手として
経験を積むことが大事だという気づきがあ
りました。オフシーズンからフィジカルト
レーニングに取り組み、戦術・戦略の理解
を深めようと努めました。プロとしての基
礎が身に付き始めたと思っています。

　 うれしかったことで思い出すのは、試合で
会心の「ダンクシュート」を決めた時。リ
ングの上からボールを叩き込む「ダンク
シュート」はバスケの中でもっとも華のあ
るプレーのひとつです。一瞬のチャンスを
見逃さず、チームメイトと息の合った連係
プレーがなければ成立しません。決まった
時はアリーナ全体の熱気が一気に上がる感
覚を味わうことができます。

　 その中でも鮮明に覚えているのが、三遠で
プレーしていた時のことです。一進一退の
攻防が続く中、日頃からとても仲の良い

ⓒ AKITA NORTHERN HAPPINETS

ⓒ AKITA NORTHERN HAPPINETSⓒ AKITA NORTHERN HAPPINETS
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❖ 2025年度 会務報告　（2025年4月1日～ 2026年3月31日）

出席者数 会　場

1 2025年 4 月10日（木）
第 1 回役員会
筒台会報記事状況、幹事総会内容

10名 中央区
文化センター

2 5 月15日（木）
幹事総会 32名 中央区

文化センター

3 6 月17日（火）
第 2 回役員会
総会・懇親会内容
同窓会開催時の活動支援について

10名 中央区
文化センター

4 6 月28日（土）
筒台会定時総会・懇親会

ANAクラウン
プラザ神戸

5 9 月 4 日（木）
第 3 回役員会
引継事項、今後の役員会について、担当割、
次回の総会

7 名 中央区
文化センター

6 10月 9 日（木）
第 4 回役員会
学校行事、筒台会活動について

10名 中央区
文化センター

7 11月29日（土）
第 5 回役員会
総会・懇親会　筒台会報　広告掲載のあり
方について　東京支部助成金

11名 筒台会室

8 2026年 1 月11日（日）
第 6 回役員会
東京支部長を交えて助成金と今後の活動に
ついて

7 名 中央区
文化センター

1．会員相互の親睦と交流の促進を図る
 ①定時総会、懇親会への参加

 ②同期会、OB・OG会開催への支援

 ③筒台会ホームページを活用した広報活動

 ④SNSを活用した情報発信

2．筒台会報の充実
3．母校及び在校生への支援
 ①部活動や顕著な文化活動などへの幅広い支援

 ②SNSによる情報発信

2026年度事業計画（案）

2026年度 筒台会役員
顧 問（常任） 相談役（常任）

会 長 高33 今井惠美子
副 会 長 高33 増田　精三
副 会 長 高33 遅　　秀蘭
副 会 長
東京支部長 高24 武山　芳夫

総 務

高22 坂本　裕子
高24 黒田　　勇
高24 小林　伸子
高30 根津　秀子
高35 篠原　　進 （新）
高41 黄　　偉倫
高41 曾根　寛友 （新）
高41 徳岡　　崇 （新）
高44 中村　匡宏

会 計
高38 谷口　昌樹
高38 田中　孝幸
高43 森下　充朗

会 計 監 査
高22 石谷　健次
高33 酒井　洋一

事 務 局
高30 濵田　嘉之 （葺合高校）
高74 波野　鈴佳 （葺合高校）

10代校長 竹内　静夫

13代校長 大月　民義

15代校長 小嶋　良平

16代校長 山﨑　秀昭

17代校長 油谷　健夫

18代校長 二宮　尊志

19代校長 田中　一好

20代校長 田阪　義英

21代校長 西尾　　勝

22代校長 片山　忠政

24代校長 大野　　毅

25代校長 清家　　豊

26代校長 森田　哲司

27代校長 西山　敏弘（現校長）

高 8 山西　乙平

高11 松宮　　功

高16 志水　利達

高18 古川　　浩

高21 織戸　　新

高24 兼氏　敏幸

出席者数 会　場

9 2 月 5 日（木）
第 7 回役員会
学校行事、筒台会報、広告掲載振込見直し

5 名 中央区
文化センター

10 2 月26日（木）
筒台会入会式 2 名 母校フェニック

スホール

11 2 月27日（金）
母校卒業式 3 名 母校講堂

12 3 月 5 日（木）
第 8 回役員会
筒台会報、定時総会・懇親会、アトラクショ
ンについて

9 名 中央区
文化センター

写真提供：葺合高校写真部
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神戸市立葺合高等学校
筒 台 会

日 時　2026年 6 月27日（土）
　 　　受　付　　　　　　16：00～
　 　　定時総会　　　　　16：30～
　 　　懇親会　　　　　　17：00～
　 　　終　了　　　　　　19：00（予定）
場 所　 神仙閣

2026年度
定時総会及び懇親会

2025年度　決算報告書
 （2025年4月1日～ 2026年3月31日）
 単位：円

収入の部 支出の部

前年度繰越金 12,127,235

会費 3,784,650 総会費 1,413,977

総会参加費 351,427 会議費 70,628

会報協力金 1,998,000 事業費 1,372,370

（内訳） （内訳）

　会報収入 1,178,000 　管理費 254,410

　会報広告料 820,000 　国際協力金 300,000

　部活動支援金 0

運営協力金 1,027,000 　卒業記念品 517,960

雑収入 81,843 　フェニックス賞助成金 100,000

（内訳） 　教育推進費 200,000

　受取利息 10,503

　その他 71,340 通信費 2,257,542

印刷費 1,137,865

慶弔費 102,552

交通費 104,180

東京支部助成金 200,000

事務費 32,470

手数料 114,439

小　　計 7,242,920 小　　計 6,806,023

次年度繰越金 12,564,132

合　　計 19,370,155 合　　計 19,370,155

次年度繰越金の状況  単位：円

経常通帳 2,464,296

定期預金 2,504,162

郵便貯金 6,751,619

郵便振替 355,055

現金 489,000

合　　計 12,564,132

2026年度 予算（案）
 （2026年4月1日～ 2027年3月31日）
 単位：円

収入の部 支出の部

前年度繰越金 12,564,132

会費 3,800,000 総会費（東京支部分含む） 1,500,000

総会参加費 350,000 会議費 100,000

会報協力金 1,600,000 事業費 2,000,000

（内訳） （内訳）

　会報収入 1,190,000 　管理費 350,000

　会報広告料 410,000 　国際協力金 300,000

　部活動支援金 500,000

運営協力金 1,000,000 　卒業記念品 550,000

雑収入 9,000 　フェニックス賞助成金 100,000

（内訳） 　教育推進費 200,000

　受取利息 9,000

　その他 0 通信費 2,300,000

印刷費 1,200,000

慶弔費 150,000

交通費 100,000

東京支部助成金 250,000

事務費 40,000

手数料 150,000

小　　計 6,759,000 小　　計 7,790,000

次年度繰越金 11,533,132

合　　計 19,323,132 合　　計 19,323,132

会計監査報告

　上記各項目を監査した結果、適正であることを確認します。
　2026年 4 月11日
 会計監査　石　谷　健　次　
 会計監査　酒　井　洋　一　

〜 議 事 次 第 〜
１．開会の辞

２．議長選出

３．2025年度会務報告

４．第1号議案
　 　2025年度決算・監査報告

５．第2号議案
 　　2026年度事業計画案

６．第3号議案
　 　2026年度予算案

７．閉会の辞

〜 懇 親 会 〜
１．開会の辞

２．会長挨拶

３．来賓挨拶

４．母校助成金目録贈呈

５．東京支部活動報告

６．第一中学校校歌斉唱

７．乾杯

８．会食＆歓談

９．アトラクション

10．葺合高校校歌斉唱

11．万歳三唱

12．閉会の辞

終了後記念写真
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上記のとおり総会並びに懇親会を開催いたします。
皆さまの一人でも多いご出席を賜りたく存じます。
� 筒台会東京支部�支部長　武　山　芳　夫

日　時／2026年 5 月30日（土）
場　所／‌‌小田急ホテルセンチュリーサザンタワー‌21F‌遥（HARUKA）

東京都渋谷区代々木 2 - 2 - 1
TEL（03）5354-0111（代表）
※JR・小田急線・京王線他 新宿駅 「南口」 より徒歩 3 分

筒台会東京支部定時総会・懇親会のご案内筒台会東京支部定時総会・懇親会のご案内2026年度2026年度

受 付 開 始　16：00〜
総会・懇親会　16：30〜19：30内容

神戸市立第一中学校卒業生…………… ご招待
一般会員………………………………… ￥9,000
ご夫婦割り……………………………… ￥14,000
20代社会人（2015年 3 月卒業生以降） …… ￥5,000
2023年 3 月〜 2025年 3 月卒業生 …… ￥2,000
2026年 3 月卒業生……………………… ご招待

会費

受 付 開 始　16：00〜
定 時 総 会　 16：30〜17：00
懇   親   会　 17：00〜19：00
アトラクション　 中国獅子舞

内容

筒台会定時総会・懇親会のご案内筒台会定時総会・懇親会のご案内2026年度2026年度

一年に一度、同窓生が一堂に集う総会・懇親会です。
皆さまお誘いの上ご出席いただき、世代を超えて親睦を深めてい
ただければ幸いです。� 筒台会会長　今　井　惠美子

日　時／2026年 6 月27日（土）
場　所／神仙閣

神戸市中央区下山手通 2 -13- 1
TEL（078）331-1263（代表）

会費 神戸市立第一中学校卒業生……………  ご招待
1960年（昭和35年 3 月）以前の卒業生 …… ￥3,000
2022年（令和 4 年 3 月）以前の卒業生 …… ￥7,000
2023〜2025年（令和5年〜7年3月）卒業生 … ￥2,000
2026年（令和 8 年 3 月）卒業生 …………… ご招待

写真撮影：2025年 6 月28日


